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主 要 日
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1 0  
関 係
法 律
法 � ,, 
（爵管）
国立学校設置 法の一部を改正す る 法律 （37) 5・ 1
国民拝 金法等の一部を改正す る 法律 （69) 5・ 28
日本学校安全会 法の一部を改正す る 法律 （76) 5・ 3 0
報 第102 ・ 10 3号




める政令の一部を改正す る政令 （11 3) 5・1
日本学校安全会 法施行令の一部を改正す る政令 （1 38)
5・ 30
国立学校の職員を増置す るため文部省本省の定員に
附加すべき定員を定める政令 （1 56) 6 ・12
文部省組織令の一部を改正す る政令 （1 70) 6・ 15
国立学校設置 法施行令の一部を改正す る政令 （192)
6・ 2 0
小笠原諸島の復帰に伴う文部省関係 法令の適用の暫
定措置に関す る政令 （20 3) 6・ 2 4
私立学校振興会の資 金貸付の対象となる各種学校の
範囲を定める政令の一部を改正す る政令 （2 17) 6・ 25
府 令
思給 法等の一部を改正す る 法律の施行に伴う思給 年










す る省令の一部を改正す る省令 （同 1 3) 。
公立義務教育諸学校の学側扇制及び教職員定数の標
準に関す る 法律施行規則等の一部を改正す る省令
（同 1 4) 5・ 8
公立高等学校の設置， 適正配置及び教職員定数の標




令 （同16) 6・ 12
国立大学の学科及び課程並びに講座及び学科目に関
す る省令の一部を改正す る省令 （同 17) 。
日本学校安全会 法施行規則の一部を改正す る省令
（同 1 8) 6・1 5
義務教育費国庫負担法第二条但書の規定に基き教
職員給与費等の国庫負担額の最高限度を定め る政






























-2 )  
初任給， 昇格， 昇給等の基 準の一部を改正す る

















5 • 1 を改正する訓令〈同25 )
文部省本省職員勤務評定実施規程の一部を改正
b す る訓令 （同26)
文部省所轄機関等職員勤務評定実施規程の一部
5 • 25 を改正する訓令 （問27 )
文部省所轄機 関の研究部長等及び研究室長等の
6・10 選考基 準の一部を改正する訓令 （同28 )
国立学校等の職員の休憩時間及び休息時聞に関






特殊勤務手当の一部を改正する規則 （同9 - 30) 6・26 告 刀主
俸給の特別調整額の一部を改正する規則 （同9 保健婦助産婦看護婦法第21 条第1 号に規定する
-17 ) 6・28 学校を指定した件 （文部15 4～15 6)
自II 令 通信教育を認定した件 （同157 )
国立大学の学部の附属病院及び その 分院並びに 保健婦助産婦看護婦法第22 条第1号に規定する
附置研究所の附属病院に置く診療科を定める雷｜｜ 学校を指定した件 （同158 )
令の一部を改正す る訓令 （文部11 ) 5 • 1 保健婦助産婦看護婦法第22 条第1 号に規定する
文部省債権管理事務取扱規程の一部を改正す る 学校を指定した件 （同159 )
訓令 （同12) ;,, 教員免許状授与の所要資格を得させるため の課
文部省所管船舶新E員に対する旅費支給規則の 程を認定した件 （同1 61 )
一部を改正する訓令 （同1 3) 5 ・25 昭和43年度の司書及び司書補の講習を大学に委
教頭を置く国立大学の学部の附属幼稚園を指定 嘱した件 （同1 62)
する訓令の一部を改正する訓令 （同14) 6 • 12 短期大学の位置変更を認可した件 （同1 6 3・164)
国立大学の学部の附属病院及び その 分院並びに
附置研究所の附属病院に置く診療科を定める訓 大学の廃止を認可した件 （同166)
令の一部を改正する訓令 （同15 ) ;,, 大学院の廃止を認可した件 （同167 )
文部省所管会 計経理事務取扱 通則の一部を改正 昭和43年度社会教育主事講習を行なう大学， 受
す る訓令〈同1 6) 6 • 15 講者の 人数， 選定の方法， 講習の期間等を告示
文部省会計事務取扱規程の一部を改正する訓令 （同1 68 )
































昭和43 年5 月・6 月
｜ 第 4 条中，工学部の「化学工学科」の次に「 電子工学科！ 」を加える。
（ 文部1 71 ) 6 • 15 i 第6 条を次のとおり改める。
文部省の所管に関す る船舶に関し船舶所有者が
行なう手続に ついて文部大臣の代理官を指定し
た件の一部を改正す る件（同1 72 )






i 2 大学院に関す る規則は， 別に定める。! 第18 条中「入学志願者に ついては，」を「入学を志願す
｜る者に ついては，」に改める。
！ 第3 5条第1 項を次のとおり改める。
i第3 5条 入学を志願す る者は， 検定料として 3 ,000円を納
｜ め なけ ればならな い。郵便 法等の規定に基づき郵便番号を定める件の
一部を改正す る件（郵政486 ) 6 ・2 5 I 同 条第2 項を第3 項とし，同項中「前項に準じ」を「前
昭和43 年 度高等学校教員資格試験を実施す る件
（ 文部26 1 )
2 項の規定に準じ」に改め ，第1 項の次に次の1 項Iを加え
6・ 2 1 Iる。
官 庁 報 告 2 入学料は， 4,000円とし，入学手続きを行な うとき納
: め な け れぜならな い。
昭和42 年 度第三・四半期における国庫の状況報





昭和43 年 度国家公務員採用 初級試験 公告（人事
院事務総長）
,ll.l. 7- 内 規 員リ
富山大学事務分掌内規の一部改正
5 ・1 8
6 . •  1 
富山大事務 分掌内規の一部を改正す る内規を次のように
制定す る。
昭和43 年 5 月8 日
富山大学長 横田嘉右衛門
富山大学事務 分掌内規の一部を改正す る内規
富山大学事務 分掌内規（ 昭和39 年 2 月1 0日制定）の一部
を次のように改正す る。









昭和43 年5 月1 0日
富山大学長 横田嘉右衛門
富山大学学則の一部を改正す る学則
富山大学学則（昭和25 年 1 月20日制定） の一部を次のよ
うに改正す る。
第56 条中「工学専攻科 生産機械工学専攻」を削除す る。
第58 条中「 工学専攻科 生産機械工学専攻 5 名」を削
除す る。
第6 7条第4項を次のとおり改める。
4 聴講を願 い出る者は， 検定料として 1 ,5 00円を，第2
項に定める選考により合格し，入学しようとす る者は，
入学料として 2 ,000円を納め なけ ればならな い。
別表第1 中，工学部電気工学科欄の「ム電気機器」を「ム電




工業物理化学」を「ム 応用物理化学」に改め ，同 生産機械
工学科欄を次のとおり改める。
生産麗扇｜ム切削加工ム工業 計測ム塑性加工｜




． 学 部 ｜ 学 科 等｜
文 学 科 ｜
文理学部l l 
理 学 科 ｜
小学 校 教 員 ｜笠且畳一重」




薬 学 科 ｜
薬学 部 l l 製・薬化学科 ｜






























第 7条 委員会に幹事をおき， 経理部長をもってあてる。
幹事は， 委員会の庶務を処理す る。
附 則




















との学則は， 昭和43年5 月1 0日から施行し， 昭和43年4
月1日から適用する。
9 45 名計A ロ
富山大学長 横田嘉右衛門
富山大学工学部規程の一部を改正する規則




別表 （1）中， 機械工学科の表のうち授 業科目の「 制御理論












電気 磁気 第 1
電気磁気 第 2
電気磁気演習




電子 物性 工 学
電子材料及び部品
電 子 計 測
真 空 工 学




電 子 回 路
特殊電 子 管
電 子 応 用
通 信 方 式
情 報 工 学
制 御 工 学
電子計装工 事
電子演算工 学｜
電 波 応 用l
4・qundndndquqL？』RU
関連科目
生 産 管 理
通 信 工 学概論
械 械工学概論
工 業 化 学概論
電 気 機 器概論
電子 工学概論
工 業 英 語
応 用 数 学











委員会（以下「 委員会」と いう。 ）をおく。
（目的）





(4) その他液体窒素製造装置室設立に関す る必要な 事項
（構成〉








2 委員につ いては， 学長が委 嘱する。
第 4 条 委員会に委員長をおく。 委員長は， 委員の互選に
よる。
（ 議事）
第 5 条 委員長は， 会 議を招集し， その 議長となる。
2 委員長に事故あるときは， 委員長の指 名する委員がこ
れに代わる。










化 学 工 学科 ｜
電子工学科 ｜
科授 業




電 子 工 学演 2 
電 波 法 2 
輸 1
卒 業 論 1 0  
別表（2）を削る。
附 則
1 この規則は， 昭和43 年5 月 10 日から施行し， 昭和43 年
4月1日から適用する。 ただし， 別表（2）の改正規定は，
める。
別表 中「 I I 
l教 養 部｜総務係長 ｜































































































別表3 中， 歳入歳 出外現金 出納官吏として指定する官職
の項の教養部欄の「総務係長」を「会 計係長」に改める。
附 則















富山大学物品管 理事務取扱細則（昭和35 年4 月 22 日 制
定）の一部を次のように改正する。















（昭和41 年3月3 1日制定） の一部を次のように改正する。
別表1中， 教養部欄の「総務係長」を「会 計係長」に改
める。
別表3 中， 教養部欄の「 総務係長」を「会 計係長」に改
める。
附 則







第10条 一般教育課 程の科目を履修し， 所定の単位を修得
した ことを教授会において認定された学生は， それぞれ





第11条 教養部所属学生の補導のため，助言教官 を お
く。
2 助言教官につ いては， 別に定 めるところによる。
（退学 ，除籍につ いての協議 ）
第12条 教養部所属学生の 退学．除籍の 場合 ，教養部長は
当該学部長と協議 するものと する。
附則 （昭和42年4月 1日制定 ）第 2項の 次に次の 1 項を
加える。


















第5条 （ 見出しを含む。 〉を次のとおり改める。
（最低修得単位教 〉

















ただし，実技 2 単位のうち1 単位は，専門課 程期間中に
お いて履修 する。
第6 条第 2号 中「毎週 2時間15週」 を「毎週 2 時間 また
は1 時間 15週 」 に改める。
第7条の 見出し中「掲示」を「履修申告」に，条文中「掲
示」 を「公示」に改め，第1 項の次に次の 1 項を加える。
2 学生は， 履修および受験 しようと する科目につ いて ，
毎 学期始め一定期間 内に所定の 履修申告をしな ければな
らない。
第8条を次のとおり改める。
第8条 蹟修科目の成績評価は，筆記試験 （ 以 下「試験 」
という。 〉その他の 方法によって授 業 担当教官 が行なう。
2 成績評価は，優，良， 可 および 不可の評語をも って表
わし， 可 以上を合 格とし， 不可を不合 格と する。
3 単位の認定は， 成績評価に基づき教授会 が行なう。
第 9条中「修了」を「終了」に，「掲示」を「公示」に
改め，第1項の 次に次の 2項を加える。































































第 1条 富山大学教養部規則第11条第2 項に 基づく助言教｜ 富山大学授業料減免選考委員会規則〈昭和24 年10月 18 日
官に関する必要な事項は， この規則の定めると こ ろ に｜ 制定 ）の一部を次のように改正する。
よる。 ｜ 第2条中 「各学部Jを「学部または教養部」に改める。
第2条 学生は， 入学後一定期間 内に，教養部の専任教官｜ 附 則
のうちから助言教官を 選ぶ ものと する。 ｜ この規則は ． 昭和43 年6月21日 から施行し． 昭和42年4
2 第3 期においては ．前項によるもののほか． 各学部 か！ 月 1 日 から 適用する。
ら 選出された教官が助言にあたるものとする。
附 則











4月22日 制定 ）の一部を次のよ うに改 Eする。
題名を次のとおり 改める。
富山大学放射性同位元素総合実験室運営規則
第 1条中 「規程」を「規則 」に改める。
第5条第 2 項第2号を次のとおり 改める。
(2）文理学部 ，教育学部， 薬学部 ，工学部 および教養部 か
ら 選出された教官 各 1名
附 則











か民ム「F 職｜ 民 名 異
諸 4』;z::i; 議




昭和43 年5月 11 日 （土〉午前 10時4（｝ 分以後
(2）全学運動会の日 時
昭和43 年5月11日 （土）午前 11 時10分より
第5回 評 議 会（5月10日 ）
（議題）
（雨天の時は中 止）








第6困 評 議 会（6月14 日 ）
（議題）
1. 昭和43 年度当初予算について
2. 富山大名誉教授の称 号 授与に ついて
3 . 教官人 事について
4. その他








海 原 裕 昭 ｜ 助教授 （教養部 ）に採用する
｜ 発令年月 日 ｜ 発令 者
I 43 . 5 . 1 I文部大臣
























































































































































開催したところ ，昨 年より百数十名も上 廻る父兄約430名
の多数が出席した。
午前 11 時 から教養部 4番教室において後援会長（副会長
中井精一氏 ） ならびに横田学 長のあいさ つがあり，佐々木
事務局長， 養国学生部長 ，渡辺教養部長 からそ れぞれ概況
説明をしたのち， 学生会舘大集会室において父兄出席者会
員と後援会役員， 本学各学部教官及び事務関係 者等約5 00
余名が出席して懇親会が行なわれ，このあと父兄は各学部
ごとに別 れて 施設見学，教官 との懇談等学部別 行事に参加
し，午後 3 時過ぎ盛況裡に参観会を終了した。
学部別父兄出席者数は下記のとおりで ある。
文 理 学 部 ｜ 訂
教 育 学 部 ｜ 89名










学創立記念日〉 午前 1 1 時 から本部会議室で行なわれ． 次の
26 氏 が永年勤続 者として表彰された。
「 勤続 35 年」
岡崎初雄（文理学部）









結城善之（ 。 ） 
石原幾久栄（ グ ） 
金岡スミ子（ 。 ） 
田嶋スミ（経済学部）
松為周従（教育学部）
山口政則 （ 。 ） 
御福富美子（薬学部〉
静丁繁雄（工 学 部）
大井信一（ グ ） 
宮尾嘉寿（ 。 ） 
神田睦夫 （ 。 ） 
数 見宇佐男（ グ ） 
梅原隆章（教養部）
多村節子（ 。 ） 
松村すえ子（ グ ） 
中島政次（ 。 ） 
結城敏（附属図書舘）
教官と新入学生との合宿懇談会
昭和4 3年度の入学生 95 3名の学生 は， 新 しい大学生活の
第一歩をふみ出して輝 かしい耗望に燃えている。
し かし， 新入学生には，これ から身をも って体得しなけ
ればならない学習 上 のことや， 初めて体験する学 園生活に
おける諸問題に ついて多くの疑問点と， よく知りたい事項




本年も． 希望学生 と教養部 および各学部の教職員の参加
ならび に学生部 関係職員の協力 により下記のとおり実施し






期 日 ｜ 学 部｜ 参 加 ｜学生 数
6月22日 出～23日（日）｜ 工学部／ 2s名
6月 29 日 匂～30日 （日 〉｜文理学部l 印
計 I I as名
教官の外国出張
本年5 ・6月における教官 の外国出張者は次のとおりで
ある。 （所属官職氏名， 出張期間， 出張先国， 出張目的の


































29 日 学寮補導委員会，大学祭 （6月 3 日 まで）
30 日 学生父兄の大学施設見学， 後援会理事会
31 日 開学記念 日 ，永 年勤続者表彰式

























23・ 24 日 全国文理学部長連絡協議会於鹿児島大学
6月5 日 文学科懇話会（研究発表者 岡崎初雄教授
一「 ゲ」テと世界文学」について）一
6 日 立 山研究室運営委員会
1 2日 教授会，学部レクリェ』ジョ ン委員会
19 日 文学科教官会議
25 日 文部省会計実地監査
26 日 定期健康診 断
28 日 アイツト』プ取扱者検診





































教 授 斉 藤 節
経営短 期大学部













18・19 日 附属小学校教育 研究発表会
22日 教務委員会，教授会，学部補導委員会








1 5日 附属学校（園 ）連合運動会









チ 就職希望学生学部内面接（1 8日 まで）
1 6日 教授会（第5回）


































｜工 学 部 ｜
5月8日 一般教授会，国家公務員上級試験説明会
9 日 レ ントゲ ン間接撮影，腸ノ4ラチフス予防接種
15 日 学生定期健康診 断（一般検診）
I/ 学部補導委員会， 工学研究科小委員会， 学科
主任会議
6月5日 一般教授会，専任教授会




2 8日 学則 第悶条1項 4 号調査 委員会
｜竺－�＇



















昭和43 年5月・ 6月 ........ 守・ 報 第102・ 103号
｜経営短期大学部i
5月8日 短 大後援会総会（ 学生会館にて〉
グ 教授会
18日 親睦会レクリェ」ジ ョ ン（金大部温泉〕
21日 球技大会（ 学 友会主催）
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